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	１ 目標の明確化
	1 
	単元の目標は明確か　（学習指導要領）
	

	
	２ 単元計画と
2 実態把握
	3 
	単元の目標と実態をもとに、重点化を図った指導計画になっているか
	

	
	
	4 
	評価規準、評価の場、手立てが明確になっているか
	

	
	
	5 
	単元の目標に対する児童・生徒の実態を把握しているか
	

	[image: image2.jpg]



	３ ねらいの明確化
	6 
	本時のねらいは、明確かつ児童・生徒の追究意欲を高めるものになっているか
	

	
	４ 指導と支援
	7 
	見通しを持たせ、考えさせる場と時間を適切に確保したか
○ねらい（問題）に対する見通し　　○方法に対する見通し
	

	
	
	8 
	ねらいに迫る話合いが行われたか（練り上げ）
	

	
	
	9 
	思考力・表現力を高めるノート指導ができたか
	

	
	５ 発問
	10 
	どの児童・生徒にも分かりねらいに迫るための発問がなされていたか
	

	
	６ 板書
	11 
	本時の授業や思考のプロセスが見える板書になっているか
（ねらいとまとめの整合性）
	

	
	７ 評価と見取り
	12 
	本時の達成状況を把握し、一人一人の次時につなぐ評価や見取りができていたか
	

	
	８ まとめと習熟
	13 
	ねらいに対応したまとめになっていたか
	

	
	
	14 
	習熟の時間を確保したか
	

	
	
	15 
	次の学習や家庭学習につなぐしかけをつくることができたか
	

	
	
	16 
	時間内に授業を終えることができたか
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思考力・判断力・表現力を育てる授業改善チェックシート活用法！

　
· 授業者、参観者など、授業改善の
ために使おう！


· 毎日の自分の授業後に振り返りとして！
· 週案・指導案作成時に！（作成前、作成後）
· 授業研究会時に！
☆研究授業を共通した視点から評価し、事後の研究協議で活用しよう！

· まず、改善したい教科に限定して活用することから始めよう！（小学校）
☆例　初めは、国語、算数…など、一つの教科から始めてみよう！
· 教科の特質に応じて項目を差し替えよう！
　☆教科によって、自由に項目を変えて、オリジナルのチェックシートを作って使おう！
· 学校（自分）バージョンチェックシートを作ろう！
　☆学校や学年・学級で研究のねらいや児童生徒の実態に合ったものに変えて使おう！
· 項目を選択して使おう！
　全部の項目（１５項目）を評価するのではなく、必要な項目を選んで使おう！
☆例　ねらいとまとめの整合性を図りたいから、⑤、⑪、⑫、⑬、⑭のみを使う…
自分は、板書とノート指導を改善したいから、⑤、⑧、⑩のみを使う…など
· 自分の授業を見てもらおう！
☆授業研究でなくても、他の先生に授業を見てもらって、自分の授業を客観視しよう！
· 定期的に使ってみよう！学校全体で使ってみよう！
　☆余裕があったら、定期的に使って、自分の授業力や児童生徒の変容を確かめるために
活用しよう！
☆例　週１日１回、算数の授業で、チェックシートで振り返りをし、週案に挟む…など
· 達成度が見えるチェック欄に変えてみよう！
☆チェック欄は、✓や○で！　Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ、１・２・３・４など、
各項目の達成度が見えるようにすると、さらに改善の優先順位が見える！
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授業改善のために・・・














使い方いろいろ！





☆授業を見える化！して改善を！





１　チェックシートは、だれが使うのですか？








チェックシートは、授業評価のためのものではありません。


評価結果を活用して授業改善を行い、授業力アップを目指すためのものです。





２　いつ、使うのですか？








３　どんなふうに使うと効果的ですか？…使い方の一例！きまりはありません！











